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2 眼立体視の問題の一つは，画像聞の対応点探索が難しい点にある。 3 眼立体視法はエピポーラ線上に複数の対応
点候補が現れるときの問題解決法として提案された。しかし，一般的に対象とする点が第 3 の画像にも映っている保







票結果に基づいて 2 回目の投票を行うという 2 段階投票を行うことを提案する。 1 回目の投票は 1 種の Hough 変換


















た。各逆投影直線上で 1 回目で最大の投票を得たボクセルのみを第 2 回目に投票することにより偽の特徴点を除去で
きる。また，粗いボクセルから始め，順次必要な分解能を持つように再分割するアルゴリズムを利用する。実験結果
の検討に基づいて，画像が支持するボクセルの意味を再検討し，画像対が支持するボクセルに投票するように改良し
た。立方体の合成画像，折り鶴，牛乳パック，人形など多くの実画像について実験を行い，提案方式の有効性を示し
fこo
以上のように，本論文は情報工学とりわけコンピュータビジョンの分野に新しい知見を与える物であり，工学博士
の学位論文として価値あるものと認める o
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